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未婚者における結婚イメージ尺度作成の試み

永久　ひさ子 *

未婚者における結婚イメージを測定するための，結婚イメージ尺度の作成を行った．全国の未婚者960
名を対象に，結婚イメージを測定するため独自に作成した14項目および，結婚希望時期と結婚行動，異性
との交際状況などについてweb調査を行った．その結果，結婚イメージは，自由の制約・幸せな生活・性
別分業の 3 因子に分類された．結婚行動，結婚希望時期ともに，自由の制約と幸せな生活イメージが関連
する一方，性別分業は関連していなかった．また，結婚希望時期を目的変数とする重回帰分析の結果，有
意な要因は男性では幸せな生活と年齢，女性は自由の制約と幸せな生活であり，年収200万円以上の男性
と年収100万円以上の女性である本研究の協力者においては，年収は関連しないことが明らかになった．
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問題と目的

日本では晩婚化・未婚化が進行している．未婚
化は欧米でもみられる現象であるが，結婚してい
ない理由には文化による違いが見られる．内閣
府の調査によれば（2016），欧米（フランス・ス
ウェーデン・イギリス）では「同棲のままで十分
だから」「結婚する必要性を感じないから」が未婚
の主な理由であるのに対し，日本は「適当な相手
と出会わない」が最も高い．また，「独身の自由
さや気楽さを失いたくない」が 4 カ国中最も高い．
つまり，欧米は結婚以外の形での家族形成が行わ
れており，それで十分であるための未婚化である
のに対し，日本は，家族形成そのものが行われて
いないという違いがある．また，結婚が，個人の
自由を制約するものというイメージが強いという
特徴があるといえる．
 結婚意思を持つ未婚者の割合は1987年には男女
とも約92%であったが， 2015年には男性85.7%女

性89.3％と低下を続けている（国立社会保障・人口
問題研究所，2016）． 晩婚化・未婚化の要因とし
て経済的に不安定な若者の増大が挙げられること
が多いが（例えば，山田，2019），松田（2016）
によれば，男性の場合，年収300万円未満の場合
に「経済的の余裕がないから」という理由が高い
ものの，女性ではそのような関連はみられない．

Higgins（1997）は，人の目標志向性を，理想
や達成に焦点づけ，獲得を求める促進焦点と，安
全や責任を果たすことに焦点づけ喪失を回避しよ
うとする予防焦点に分類した．促進焦点は，利得
に焦点化した自己制御傾向を示し，利得の存在に
接近，不在を回避するように行動する．予防焦点
は，損失の不在に接近し，存在を回避するように
行動する． 
 結婚について考えると，結婚には，幸せな生活
の獲得という利得の側面だけでなく，自由が失わ
れるなどの損失の側面もある．促進焦点が優勢な
らば，結婚の利得に焦点化した行動として結婚意
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欲が高くなるのに対し，予防焦点が優勢な場合は
損失に焦点化し，回避のための行動として結婚意
欲が低くなるのではないだろうか． 

未婚者にとっての結婚は，未経験の生活につい
ての推測であるため，将来の結婚による利得や損
失は各々の結婚イメージによって推測されると考
えられる．その結婚イメージには，生育過程での経
験や周囲の結婚生活の伝聞，あるいはメディアや
ドラマに描かれる家族など，その人が生活する場
の文化が反映されているはずである．例えば，山
村（1971）は，日本人が持つ「献身的・自己犠牲
的に家族の世話をし，舅姑に仕え，子供の教育に
励む」という母親イメージは，日本の歴史文化の
中で長年に渡り構築されてきたものであると述べ
ている．

尺度開発の必要性　結婚が人生の選択肢となった
今日，結婚は，自分がどのように生きるのかとい
う生き方の価値観と密接に関連する．また，子ど
もは婚姻関係の中で持つべきであるとの規範が依
然として強い日本では，結婚の選択は子どもや子
育ての選択とほぼ同じ意味を持つ．このように，
日本における結婚が極めて心理学的テーマである
にもかかわらず，晩婚化・未婚化は，社会学的問
題，経済的問題として扱われることが多い．結婚
についての心理学的研究はあるものの，そのほと
んどは結婚後の夫婦関係であり，結婚意欲など家
族形成に関する研究は少ない．例えば結婚への態
度を測定する尺度として，結婚コミットメント尺
度（伊藤・相良，2015）があるが，結婚後の関係
性についての測定尺度であり，未婚者の結婚への
態度は測定できない．MAS（Marital Scales）（Park 
& Rosen，2013）は，結婚意思と一般的な結婚観
および愛情や経済など結婚の複数の側面への期待
について測定する尺度であるが，日本における主
な未婚理由である自由の制約などの損失について
の測定項目はない．

そこで本研究では，結婚行動と密接に関連する
と思われる未婚者における結婚イメージの測定尺
度の作成を行う．これによって，結婚意欲や家族
形成に関する心理学的研究の切り口とすることが
期待できる．

本研究の目的　 以上の理由から本研究では，若者
の結婚行動の変化について，経済的要因以外の心
理学的要因を捉えるため，未婚者における結婚イ
メージ尺度の作成を行う． 

方　法

調査時期： 2022年 2 月
調査対象：全国の25歳から39歳までの未婚男女
960名を対象とした．その際，経済的問題以外の
要因を検討するという研究目的のため，男性は年
収200万円以上，女性は100万円以上を対象とした． 
また，都市部と地域には結婚イメージの違いがある
と想定されることから，都市部である首都圏と大
都市（札幌，名古屋，京都，大阪，広島，福岡）
を持たない県の対象者を同数にした．内訳は，首
都圏の男女240名ずつ合計480名と，北海道，愛知，
大阪，京都，広島，福岡を除く県の男女240名ず
つ合計480名である．
調査方法：調査会社のモニターを対象に，Web調
査を行った． 
調査内容：調査で尋ねた項目のうち，本研究で使
用した質問項目は， 
1 ．結婚イメージ項目：事前に実施した未婚者へ
の面接調査の内容から独自に作成した14項目 を 1
全く当てはまらない，から 7 よく当てはまる，ま
での 7 件法で尋ねた．
2 ．結婚意欲をみるため，結婚活動への態度と結
婚希望時期について尋ねた． 
結婚活動への態度：「一定の年齢で適当な相手がい
ない場合どうするか」 

①生涯独身の心づもりをする　②何もせず成り
行きに任せる　③自然な出会いを待つ　④紹介
や婚活で出会いを増やす　 ⑤条件を譲歩変更し
て範囲を広げる　　⑥その他　から 1 つ選択 さ
せた．

結婚希望時期：「遅くとも何年後までに結婚したい
か」 

①結婚するつもりはない　②時期はわからない　
③ 3 年以上先　④ 3 年以内　⑤ 2 年以内　⑥
1 年以内　から 1 つ選択 させた．

3 ．そのほか，異性との交際状況，年収，年齢，性
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別，居住地　などを尋ねた． 
 4 ．倫理的配慮：大学の倫理審査委員会で審査を
行った（2021-002）．

また，調査の最初にインフォームドコンセント
が表示され，同意した場合のみ先に進めるように
設計した． 

​結　果

調査対象の年収概要　調査対象の年収を見たとこ
ろ，男性は，200万円から400万円が37.9%と最も
多く，500万円から800万円が30.2%と次に多い． 
女性も200万円から400万円が46.0%と最も多く
この層に集中している．400から500万円は13.8%，
500から800万円は18.3%と男性より少ない．

結婚イメージ項目の因子分析　結婚イメージ14項
目について因子分析（主因子法・プロマックス回

転）を行った．その結果，固有値の減衰状況と因
子の解釈可能性から 3 因子が妥当と判断した．第
1 因子に高い負荷がみられた項目は，「結婚する
と自由にお金を使えなくなるのだろうと思う」「結
婚生活は我慢することが多いだろうと思う」「子ど
ものことが最優先で自分のことは後回しになるの
だろうと思う」など，経済的にも心理的にも自由
が制約されるという内容であることから，「自由の
制約」と命名した．第 2 因子に負荷が高い項目は，

「結婚生活はいろいろと楽しいことが多そうだ」
「子育ては楽しそうだ」　「心からくつろげる場所が
できると思う」という，幸せな結婚生活のイメー
ジであることから，「 幸せな生活」と命名した．第
3 因子に負荷が高い項目は「結局，家事や子育て
は，主に妻が担うのだろうと思う」「家計費は夫が
ほとんど稼ぐのだろうと思う」「重要なことは，夫
が決めるようになると思う」など，性別分業のイ
メージであることから，「性別分業」と命名した． 

Table1　結婚イメージ因子分析結果（主因子法プロマックス回転後）

結婚イメージ項目 Fl F 2 F 3

13． 結婚すると自由にお金を使えなくなるのだろうと思う .85 .08 -.12

14． 結婚生活は我慢することが多いだろうと思う .81 -.11 -.04

5 ． 子どものことが最優先で自分のことは後回しになるのだろうと思う .78 .19 -.07

3 ． やりたいことがあっても、自由に行動できなくなりそうな気がする .71 -.05 .06

11． 親や親戚との関係に気を使いそうだ .67 -.02 .04

6 ． 結婚生活はいろいろ面倒なことが多そうだ .64 -.21 .07

9 ． 独身の時と同じようには仕事ができなくなると思う .59 .02 .10

4 ． 結婚生活はいろいろと楽しいことが多そうだ。 .05 .81 .03

8 ． 子育ては楽しそうだ .02 .71 -.01

12． 心からくつろげる場所ができると思う -.06 .71 .02

1 ． 結局、家事や子育ては、主に妻が担うのだろうと思う -.07 -.06 .71

7 ． 家計費は夫がほとんど稼ぐのだろうと思う .03 .02 .51

10． 重要なことは、夫が決めるようになると思う -.05 .04 .49

2 ． 子どもが小さいうちは、母親がそばにいるようになると思う .21 .10 .49

因子間相関 1 2 3

1 1. 00 -.21 .48

2 -.21 1.00 .04

3 .48 .04 1.00
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信頼性を確認するためα係数を見たところ自由
の制約はα=.88　幸せな生活はα=.79　性別分業は
α=.65 だった．また，I-T相関を見たところ，自由
の制約はr=.72からr=.82， 幸せな生活はr=.83から
r=.85，性別分業はr=.64からr=.76 であった．  結婚
イメージの平均値は自由の制約5.02（1.13），幸
せな生活 4.30（1.23），性別分業 4.08（1.06）で，
自由の制約が最も高かった． 

属性による平均値の違い　次に，属性による違い
を検討する．自由の制約と性別分業に性差が見ら
れ，共に女性の方が有意に高かった（Table 2 ）． 年
齢との関連を見るため，25歳から29歳のL群，30
歳から34歳のM群，35歳から39歳のH群に分け
て比較した． その結果，年齢による違いが見られ
たのは男性のみで，H群が他の若い群よりも自由
の制約が有意に高く，幸せ な生活が有意に低いこ
とが示された． 性別分業には違いが見られなかっ
た（Table 3 ）． 年収による違いを見たところ， 男

女とも有意差は見られず，男性で年収200万円以
上，女性で100万円以上の層においては結婚イメー
ジに年収による違いはないことが示された．地域
差を見るため，首都圏と大都市のない地方の県と
の比較をしたところ，有意差は見られず， 結婚イ
メージは居住地域が都市部であるか否かとの関連
は示されなかった．

Table2　結婚イメージの性差

結婚イメージ 平均値（SD） t値

自由の制約 男性 4.75 （1.16） -7.64  ***

女性 5.29 （1.03）

幸せな生活 男性 4.33 （1.25） 0.69

女性 4.27 （1.21）

性別分業 男性 3.94 （1.03） -3.95  ***

女性 4.21 （1.08）

注：＊＊＊p＜.001

Table3　結婚イメージの年齢差

性別 結婚イメージ 年齢群 平均値 SD F値 有意確率
男性 自由の制約 25-29 4.63（1.09） 4.91 p＜ .01

30-34 4.63（1.19） ①②＜③

35-39 4.98（1.18）
幸せな生活 25-29 4.55（1.15） 5.28 p＜ .01

30-34 4.34（1.25） ①②＞③

35-39 4.10（1.31）
性別分業の生活 25-29 4.01（1.09） 0.99 n.s

30-34 3.85（1.05）

35-39 3.96（0.93）
女性 自由の制約 25-29 5.29（1.02） 0.36 n.s

30-34 5.24（1.10）

35-39 5.34（0.97）
幸せな生活 25-29 4.38（1.23） 1.19 n.s

30-34 4.27（1.28）

35-39 4.17（1.11）
性別分業の生活 25-29 4.19（1.08） 0.05 n.s

30-34 4.21（1.11）

35-39 4.23（1.07）

注： ①25-29　②30-34　③35-39
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妥当性の検討　妥当性の検討として，結婚イメー
ジと結婚意欲の関連を見るため，結婚活動への態
度と結婚希望時期による一要因の分散分析を行っ
た． まず「一定の年齢まで適当な相手と出会わな
かったらどうするか」について，その他を選択し
た者を欠損値とした上で 分析を行ったところ，男
女とも自由の制約と幸せな生活に有意差が見られ
た． 多重比較の結果，男性は，「生涯独身の心づも
りをする」は，他の選択肢よりも有意に自由の制

約が高く，「幸せな生活」は有意に低かった． 女性
では自由の制約および幸せな生活において有意差
が見られ，「生涯独身の心づもりをする」と「何も
せず成り行きに任せる」は，その他の選択肢との
間に，それぞれ有意差が見られた．自由の制約で
は，「生涯独身の心づもりをする」が最も高く，幸
せな生活は，「生涯独身の心づもりをする」が最も
低かった（Table 4 ）． 

Table4　一定の年齢で相手がいない場合の行動の結婚イメージによる違い

性別 結婚イメージ 一定の年齢で相手がいない場合の行動 度数 平均値 SD F値 有意確率
男性 自由の制約 条件を譲歩変更して範囲を広げる 60 4.46 (1.13) 5.61 p＜ .001

紹介や婚活で出会いを増やす 126 4.74 (0.94) ⑤＞①②③①
自然な出会いを待つ 80 4.61 (1.08)
何もせず成り行きに任せる 115 4.90 (1.06)
生涯独身の心づもりをする 77 5.25 (1.35)

幸せな生活 条件を譲歩変更して範囲を広げる 60 4.38 (1.20) 10.67 p＜ .001
紹介や婚活で出会いを増やす 126 4.75 (1.01) ⑤＜①②③①
自然な出会いを待つ 80 4.43 (1.00)
何もせず成り行きに任せる 115 4.25 (1.21)
生涯独身の心づもりをする 77 3.63 (1.61)

性別分業の生活 条件を譲歩変更して範囲を広げる 60 3.84 (0.90) 1.1 n.s
紹介や婚活で出会いを増やす 126 3.89 (0.99)
自然な出会いを待つ 80 3.95 (0.97)
何もせず成り行きに任せる 115 3.99 (1.02)
生涯独身の心づもりをする 77 4.15 (1.10)

女性 自由の制約 条件を譲歩変更して範囲を広げる 33 5.04 (0.92) 9.13 p＜ .001
紹介や婚活で出会いを増やす 138 5.17 (0.95) ⑤＞④＞③②①
自然な出会いを待つ 52 4.86 (0.98)
伺もせず成り行きに任せる 147 5.40 (1.03)
生涯独身の心づもりをする 97 5.76 (1.03)

幸せな生活 条件を譲歩変更して範囲を広げる 33 4.75 (0.96) 17.07 p＜ .001
紹介や婚活で出会いを増やす 138 4.77 (0.94) ⑤＜④＜⑤②①
自然な出会いを待つ 52 4.44 (1.02)
伺もせず成り行きに任せる 147 4.05 (1.24)
生涯独身の心づもりをする 97 3.65 (1.34)

性別分業の生活 条件を譲歩変更して範囲を広げる 33 4.23 (0.99) 0.17 n.s
紹介や婚活で出会いを増やす 138 4.25 (1.05)
自然な出会いを待つ 52 4.11 (1.14)
何もせず成り行きに任せる 147 4.21 (1.14)
生涯独身の心づもりをする 97 4.24 (1.10)

注： ⑤生涯独身の心づもりをする    ④何もせず成り行きに任せる    ③自然な出会いを待つ    ②紹介や婚活で出会いを増やす 
①条件を譲歩変更して範囲を広げる
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 「遅くともいつ頃までに結婚したいか」との関連
では，女性のみ自由の制約に有意差があり，「結
婚するつもりはない」「時期はわからない」の順
に，他の群より有意に高かった．幸せな生活は男

女とも有意であり，男性は「 2 年以内」が最も高
く，「結婚するつもりはない」が最も低かった．女
性は「 1 年以内」が最も高く，「結婚するつもり
はない」が最も低かった（Table 5 ）．

Table5　遅くともいつまでに結婚したいか　の結婚イメージによる違い

性別 結婚のイメージ 結婚希望時期 度数 平均値 SD F値 有意確率
男性 自由の制約 するつもりはない 60 4.88（1.56） 1.04 n.s

時期はわからない 196 4.82（1.15）
3 年以上先 34 4.61（1.17）
3 年以内 88 4.73（0.97）
2 年以内 59 4.69（1.00）
1 年以内 43 4.45（1.13）

幸せな生活 するつもりはない 60 3.29（1.39） 13.65 p＜ .001
時期はわからない 196 4.27（1.25） ⑤＞②③④＞⑥
3 年以上先 34 4.34（1.06）
3 年以内 88 4.72（1.03）
2 年以内 59 4.80（0.90）
1 年以内 43 4.57（1.20）

性別分業の生活 するつもりはない 60 3.93（1.13） 0.72 n.s
時期はわからない 196 3.98（1.06）
3 年以上先 34 4.04（0.89）
3 年以内 88 3.81（1.00）
2 年以内 59 4.06（0.89）
1 年以内 43 3.80（1.04）

女性 自由の制約 するつもりはない 45 5.99（1.16） 7.98 p＜ .001
時期はわからない 237 5.33（0.91） ⑥⑤④③＜②＜①
3 年以上先 27 5.11（1.41）
3 年以内 68 5.27（0.90）
2 年以内 55 5.17（0.85）
1 年以内 48 4.72（1.25）

幸せな生活 するつもりはない 45 2.79（1.37） 21.28 p＜ .001
時期はわからない 237 4.27（1.08） ⑥＞⑤④③②＞①
3 年以上先 27 4.27（1.16）
3 年以内 68 4.67（0.95）
2 年以内 55 4.55（1.00）
1 年以内 48 4.80（1.16）

性別分業の生活 するつもりはない 45 4.24（1.22） 0.38 n.s
時期はわからない 237 4.20（1.09）
3 年以上先 27 4.33（0.93）
3 年以内 68 4.30（0.88）
2 年以内 55 4.17（1.11）
1 年以内 48 4.06（1.25）

注：①結婚するつもりはない　②時期はわからない　③3年以上先　④3年以内　⑤2年以内　⑥1年以内
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異性との交際状況による違いを男女別に検討し
たところ，自由の制約は女性のみ有意差があり，

「いない」群は， 「結婚を視野に交際中」群より有
意に高かった．幸せな生活は，男女とも有意差が
あった．男性では，「結婚を視野に 交際中」群が最
も高く，次に，「いるが結婚はまだ考えていない」

「片想い中」群が高く，「いない」群は最も低かっ
た． 女性は，「結婚を視野に交際中」群が他の群よ
り有意に高かった．つまり，性別分業以外の 2 つ
の結婚イメージは， 異性との交際状況と関連する
ことが明らかになった（Table 6 ）． 

Table6　異性との交際状況による結婚イメージによる違い

性別 結婚のイメージ 異性との交際状況 度数 平均値 SD F値 有意確率
男性 自由の制約 いない 244 4.86（1.23） 2.10 n.s

片思い中 41 4.74（1.00）
いるが結婚はまだ考えていない 68 4.74（1.08）
結婚を視野に入れて交際中 118 4.54（1.07）

幸せな生活 いない 244 4.07（1.34） 10.27 p＜ .001
片思い中 41 4.69（0.90） ④＞③②＞①
いるが結婚はまだ考えていない 68 4.33（1.03）
結婚を視野に入れて交際中 118 4.77（1.11）

性別分業 いない 244 3.99（1.03） 0.71 n.s
片思い中 41 4.05（1.04）
いるが結婚はまだ考えていない 68 3.89（0.88）
結婚を視野に入れて交際中 118 3.85（1.07）

女性 自由の制約 いない 258 5.44（1.04） 4.03 p＜ .01
片思い中 31 5.25（0.99） ④＜①
いるが結婚はまだ考えていない 67 5.20（1.01）
結婚を視野に入れて交際中 110 5.05（0.98）

幸せな生活 いない 258 3.97（1.19） 15.66 p＜ .001
片思い中 31 4.35（1.07） ④＞③②①
いるが結婚はまだ考えていない 67 4.35（1.17）
結婚を視野に入れて交際中 110 4.86（1.07）

性別分業 いない 258 4.25（1.09） 0.83 n.s
片思い中 31 3.94（1.01）
いるが結婚はまだ考えていない 67 4.21（1.17）
結婚を視野に入れて交際中 110 4.25（1.00）

注：①いない　②片想い中　③結婚は考えていない　④結婚を視野に交際中

以上の結果から，本研究の結婚イメージ尺度に
は一定の妥当性があると判断した．

結婚希望時期を目的変数とする重回帰分析　結婚
希望時期（遅くともいつまでに結婚したいか）を
目的変数，結婚イメージと年収，年齢を説明変数
とする重回帰分析（強制投入法）を男女別に行っ
た． その結果，男性は幸せな生活と年齢が有意な

変数であるのに対し， 女性は幸せな生活，自由の
制約が有意な変数であった． 男性の場合，幸せな
生活イメージが弱いほど，また年齢が上がるほど
結婚希望時期が遅くなっていた．年収および性別
分業は有意ではなかった．女性は，自由の制約イ
メージが強いほど，幸せな生活イメージが弱いほ
ど，結婚希望時期が遅くなっていた（Table 7 ）． 
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Table7　遅くともいつまでに結婚したいか　を目的変数とする重回帰分析

目的変数 従属変数　遅くともいつまでに結婚したいか
β

説明変数 男性 女性
自由の制約 -0.03 -0.16  ***
幸せな生活 0.26 *** 0.23  ***
性別分業の生活 -0.03 0.01
年収 4 クラス 0.03 0.05
年齢 3 群 -0.13 *** -0.06

R 2 0.10 *** 0.10 ***

注　***p＜.001

考　察

結婚イメージ尺度の信頼性と妥当性  本研究の目
的は，未婚者における結婚イメージ尺度を作成す
ることであった．未婚者へのインタビューから得
た14項目の結婚イメージは因子分析の結果，自由
の制約，幸せな生活，性別分業の 3 因子に分類さ
れた．α係数とI-T相関の結果から，十分な信頼性
が認められた． また，結婚意欲として結婚希望時
期及び結婚活動への態度から妥当性の検討を行っ
たところ，自由の制約と幸せな生活はそれぞれ結
婚意欲と関連することが示された一方，性別分業
は，結婚意欲とは関連が見られなかった． 以上よ
り，結婚イメージ尺度には一定の妥当性があると
判断した．

性別分業  性別分業にはどの要因でも有意差がみ
られなかった．このことから，性別分業のイメー
ジには，日本の家族の文化が色濃く反映されてお
り，変化しにくいイメージと考えられる．男女共
同参画に関する世論調査（内閣府，2019）によれ
ば，女性の就業継続を支持する考え方は，男女と
も 6 割前後が支持している．また，固定的性別役
割分担意識は，賛成が35%と過去最少になり反対
派が59.8%と過去最多となっている．この報告と
本研究の結果を比較すると，本研究の結婚の性別
分業のイメージの平均値は男性3.94（SD＝1.03） 
女性が4.21（SD＝1.08）と，より伝統的である．
つまり，一般論としては，性別分業ではなく協働
家族の方が良いと思うものの，自分の問題として

結婚生活をイメージする場合はそうはいかず，従
来の性別分業の生活になるのだろうとイメージし
ていると解釈できる．

橋本（2011）は，日本人は実際には相互独立的
な生き方を望んでいるにもかかわらず，世間一般
の人たちは相互独立的な行動をとるとまわりの人
たちから嫌われてしまうだろうと予想するために，
相互協調的な振る舞いを採用しているのだろうと
述べている．つまり，例え本人が，性別分業に否
定的であっても，配偶者はそれを期待するであろ
うと考える場合，結婚生活のイメージは性別分業
の生活のイメージが強くなると考えられる．この
ように，相互協調的な生活である性別分業イメー
ジは，将来の配偶者の期待の予測と密接に関連し，
その予測は文化的に共有された信念に基づくため
に，どのような群においても，違いが見られない
のではないかと解釈できる． 

また性別分業と自由の制約は，異なる次元とし
て抽出された． これは，性別分業が，個人の生活
の文脈によって，自由の制約になるとは限らない
ことを示している．例えば，仕事での個人目標追
求を志向する女性の場合には，性別分業は自由の
制約となる可能性が高いが，女性全てが仕事で個
人目標追求をしようとするわけではない．男性の
場合にも，稼得役割が必ずしも個人としての自由
の制約となるわけでは無い．このように，性別分
業は，個人の生活の文脈により捉え方が異なるた
めに，自由の制約とは独立の次元として抽出され
たのだと考えられる． 

柏木（2003）は，社会経済的変動に伴い，男女と
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もに従来の性別役割分業が最適性を失い，我々の
心理的変化がそれに追いつかない移行期には，不
適応現象が生じるとしている．性別役割のイメー
ジは，結婚希望時期などの結婚への態度とは関連
が見られなかった．これは，性別分業のイメージそ
のものが結婚への態度に影響するのではなく，性
別分業によって生き方の自由が制約されると感じ
るか否かには個人の文脈による違いがあり，自由
が制約されると感じる場合に，結婚への態度が消
極的になるものと推察される．

自由の制約  自由の制約は，その項目内容から，個
人の経済，時間という有限の個人的資源の配分に
ついての制約感であると解釈できる．未婚であれ
ば，それらのほぼ全てを個人目標追求に配分でき
るが，結婚すると，家族形成のためにも多くの資
源が必要となるため，個人目標追求が制約される
というイメージの因子と言える． 

結婚希望時期との関連では，女性のみ有意差が
見られ，「結婚するつもりはない」「時期はわから
ない」群が，それ以外の群よりも高かった．男性
の平均値も有意ではないものの，同様の傾向が見
られる．そして，「時期はわからない」とする群
は男女とも最も人数が多い．つまり，自由の制約
イメージが強いほど，結婚希望時期を具体的にイ
メージしにくいものと解釈できる．

一方，年収による有意差は見られないことから，
これらの制約感は経済的制約感ではない可能性が
示された．さらに，「親や親戚との関係に気を使
う」「面倒なことが多そうだ」など，心理的な自由
の制約を意味する項目も同じ因子に含まれている
ことを考えると，自由の制約因子は心理的制約感
であると解釈できる． 

異性との交際状況による違いを男女別に検討し
たところ，自由の制約は女性のみ有意差があり，

「交際相手がいない」群は，「結婚を視野に交際中」
群より有意に高かった．このことから，自由の制
約イメージが強い群では結婚意欲が低く，交際自
体にも消極的であるために，交際相手がいないの
ではないかと推測できる． 

幸せな生活　幸せな生活は，結婚生活や子育てに

楽しみとしてのプラスのイメージを持ち，結婚に
よって作る家庭に，くつろげるイメージを持って
いるという内容である．一定の年齢で相手がいな
い場合の行動との関連では，男女とも，幸せな生
活イメージは，「生涯独身の心づもりをする」群が
低く，女性では「何もせず成り行きにまかせる」
を選んだ群もそれ以外の群より有意に低かった．
恋愛結婚が主流の今日，一定の年齢以降「何もせ
ず成り行きに任せる」のは，ほぼ「生涯独身の心
づもりをする」ことと近いと考えられることから，
幸せな生活イメージは結婚行動を左右する要因と
言えるだろう．

同様に，「遅くともいつまでに結婚したいか」と
いう結婚希望時期では，男女とも，「結婚するつ
もりはない」群が他の群より有意に低いことから，
幸せな生活イメージは，結婚希望時期というより
も，結婚意欲そのものと関連するものと解釈でき
る．

幸せな生活は，男女とも異性との交際状況によ
る有意差があり，男性では「結婚を視野に 交際中」
群が最も高く，次に，「いるが結婚はまだ考えてい
ない」「片想い中」群が高く，「いない」群は最も
低かった．女性は，「結婚を視野に交際中」群が他
の群より有意に高かった．つまり，男女とも異性
との交際状況と幸せな生活イメージは関連がある
と言える． 

結婚イメージと文化　 3 つの結婚イメージの平
均値を比較すると，自由の制約イメージが最も高
かった．日本など東アジアでは相互協調の文化が
優勢であり（Markus & Kitayama，1991），日本
における相互協調の形態は，役割志向と情緒的態
度であるとされている（北山・唐沢，1995）．つ
まり，相互協調が優勢な日本では，さまざまな場
面において，責任と相手の気持ちへの配慮が求め
られる．そのため，結婚生活では自分の行動を自
分の意思だけで決めることはできず，常に相手の
立場でも考える必要がある．このことが，家計収
入にかかわらず，結婚生活では生活全般にわたり，
自分の自由にはできなくなるだろうという制約感
に繋がっているのではないだろうか． 

また，相互協調性が優勢な文化では，責任や役
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割が重視されるため，結婚についての促進焦点の
幸せな生活よりも，結婚による失敗を回避するた
めの予防的焦点として自由の制約が高かったので
はないかと考察される． 

結婚希望時期を左右する要因　重回帰分析の結果
から，男女とも，幸せな生活イメージが低いほど，
自由の制約イメージが高いほど，結婚希望時期が
遅い，あるいは，結婚意欲が低くなることが明ら
かになった．また，年齢が増すほど結婚希望時期
が曖昧，もしくは，結婚するつもりがなくなるこ
とが明らかになった． 一方，男性で年収200万円以
上，女性で100万円以上の層においては，年収は
結婚希望時期には影響しないことが明らかになっ
た． また，性別分業イメージは結婚予定時期とは
関連がないことが明らかになった． これまで，若
者の経済的格差が晩婚化・未婚化の要因と指摘さ
れてきたが，年収が高くなれば結婚行動が積極的
になるわけではなく，個々の結婚イメージが結婚
行動を左右することが明らかになった．

家族の個人化と言われるように，結婚や子ども
が個人の選択の問題となったことで，どのような
生き方が自分にとって幸せかを考えた上で，結婚
するか否か，するならいつ頃迄にしたいのか，適
当な相手がいなかったらどうするのか，という結
婚行動が選択されていることが示唆された．一方
で，性別分業のイメージは，日本の文化と密接に
関わっており，自分の価値観がどうであろうとも，
結婚を性別分業の生活を前提に考えていることが
明らかとなった．

今後の課題​　今回は，性自認や性的志向性などの
視点は入れることができなかった． そのため，結
婚するつもりはないの中に，本研究で扱わなかっ
たこれらの変数が関与している可能性がある． 
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